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◇
第
十
六
回
二
〇
二
二
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
開
催 

 

第
十
六
回
二
〇
二
二
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
二

〇
二
二
年
九
月
十
日
（
土
）
に
、Z

o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
。 

役
員
会
は
前
日
九
日
（
金
）
十
七
時
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行

わ
れ
た
。
十
日
は
十
時
に
本
学
会
代
表
、
山
根
道
公
氏
に
よ
る
開

会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
ず
、
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り
、

ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
名
誉
教
授
の
ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル

氏
、
作
家
で
元
「
三
田
文
学
」
編
集
長
の
加
藤
宗
哉
氏
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
の
山
根
道
公
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
二
本
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

総
会
が
行
わ
れ
た
。
大
会
進
行
役
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
の
増
田
斎
氏
及
び
、
九
州
産
業
大
学
の
池
田
静
香
が
担
当
し
た
。 

 

     

 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

 

「
遠
藤
文
学
と
戦
争
・
信
仰 

―

未
発
表
戯
曲
「
善
人
た
ち
」
を
中
心
に
」 

ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
名
誉
教
授 

ヴ
ァ
ン
・
Ｃ
・
ゲ
ッ
セ
ル 

作
家
／
元
「
三
田
文
学
」
編
集
長 

加
藤 

宗
哉 

司
会
（
兼
）
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 

 

山
根 

道
公 

【
研
究
発
表
】 

① 

歴
史
史
料
か
ら
考
察
す
る
『
侍
』
の
〈
侍
〉 

上
智
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所 

香
川 

雅
子 

司
会 

京
都
外
国
語
大
学 

長
濵 

拓
磨 

② 

遠
藤
周
作
と
ヘ
ン
リ
・
ナ
ウ
エ
ン
に
お
け
る 

 
 
 
 
 

牧
会
者
像
に
つ
い
て
の
一
考
察 

遠
藤
周
作
学
会 

会
報 

二
〇
二
二
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会 

総
会
報
告 

事
務
局
よ
り 
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日
本
基
督
教
団
清
瀬
旭
が
丘
教
会 

猪
野 

正
道 

司
会 

清
泉
女
学
院
大
学 

古
橋 

昌
尚 

 

【

総

会

】 
 

総
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
議
長
を
選
出
せ
ず
、
事
務

局
長
の
古
浦
修
子
氏
が
報
告
・
計
画
の
説
明
を
行
う
こ
と
を
も

っ
て
、
開
か
れ
た
。
ま
ず
、
二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告
が
な
さ

れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

第
十
五
回
二
〇
二
一
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を

Z
o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
。
会
員
四
十
九
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
五
号
発
行
。 

第
十
五
号
は
五
篇
の
論
稿
、
二
篇
の
新
刊
紹
介
、
一
篇

の
書
評
、
増
田
斎
氏
に
よ
る
研
究
展
望
を
収
録
。
編
集

の
都
合
上
、
若
干
発
行
が
遅
れ
て
い
る
が
、
準
備
で
き

次
第
発
送
す
る
。 

◆ 

会
員
数
は
、
二
〇
二
二
年
九
月
時
点
で
一
〇
八
名
。 

◆ 

年
会
費
長
期
未
納
者
へ
の
今
後
の
対
応
と
し
て
、
年
会

費
の
未
納
が
二
年
を
超
え
た
場
合
、
そ
こ
で
一
旦
退
会

扱
い
と
し
（
※
入
金
が
困
難
な
海
外
会
員
に
つ
い
て
は

別
途
対
応
）
、
再
入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
新
た
に
会

費
を
納
入
し
再
入
会
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
、
こ
の
新

ル
ー
ル
を
設
け
る
代
わ
り
に
、
過
年
度
の
長
期
未
納
分

は
追
っ
て
請
求
し
な
い
こ
と
、
未
納
分
が
入
金
さ
れ
た

場
合
の
機
関
誌
の
送
付
は
前
号
と
今
号
の
二
冊
ま
で

と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

◆ 

古
浦
修
子
氏
に
よ
り
二
〇
二
一
年
度
の
会
計
報
告
が

な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画
が
示
さ

れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

◆ 

第
十
六
回
二
〇
二
二
年
度
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会

を

Z
o
o
m

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
用
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
。 

◆ 

機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
次
号
（
第
十
六
号
）
は
、

今
回
の
発
表
者
の
原
稿
を
掲
載
予
定
。
募
集
要
項
等
は

こ
れ
ま
で
通
り
。
併
せ
て
、
生
誕
一
〇
〇
周
年
企
画
を

掲
載
予
定
。 

◆ 

遠
藤
周
作
生
誕
一
〇
〇
周
年
企
画
と
し
て
、
二
〇
二
三

年
三
月
二
十
七
日
前
後
に
国
際
学
術
交
流
会
の
開
催

を
企
画
中
。 

◆ 
二
〇
二
三
年
度
の
大
会
は
、
二
〇
二
三
年
九
月
九
日

（
土
）
に
昭
和
女
子
大
学
に
て
開
催
予
定
。 
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◆ 

連
携
担
当
役
員
今
井
真
理
氏
よ
り
、
遠
藤
周
作
生
誕
一

〇
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
長
崎
市
遠
藤
周
作

文
学
館
・
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
・
周
作
ク

ラ
ブ
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
、
単

行
本
未
収
録
の
エ
ッ
セ
イ
集
な
ど
の
刊
行
、
音
楽
座
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
泣
か
な
い
で
」（
原
作
『
わ
た
し
が
・

棄
て
た
・
女
』）
の
公
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

案
内
さ
れ
た
。（
※
決
定
次
第
、
Ｈ
Ｐ
で
案
内
予
定
） 

最
後
に
遠
藤
周
作
学
会
副
代
表
の
笛
木
美
佳
氏
の
閉
会
の
辞

を
も
っ
て
全
国
大
会
の
日
程
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
（
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
）
で

は
新
入
会
員
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
後
、
四
～
五
名
程
度
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
会
員
の
近
況
報
告
、
遠
藤
周
作
生
誕
一
〇
〇
周
年

企
画
案
に
対
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
対
面
に
よ
る
大
会
開

催
が
か
な
わ
な
い
中
、
久
々
に
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
で
遠
藤
文
学

に
対
す
る
思
い
を
語
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
終
始
和
や
か

な
会
と
な
っ
た
。 

 ◇ 

事
務
局
よ
り 

▼
第
十
六
回
遠
藤
周
作
学
会
・
全
国
大
会
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
を
活
か
し
、
国
内
外
か
ら

会
員
五
十
名
、
聴
講
者
十
七
名
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
盛
会
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
、
大
会
運
営
委
員
、
事
前
リ
ハ
ー
サ
ル
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
ご
発
題
・
ご
発
表
・
司
会
の
方
々
に
、
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
今
回
の
大
会
の
研
究
発
表
は
、
二
名
の
発
表
者
が
遠
藤
作
品
に

つ
い
て
、
関
連
史
料
と
の
実
証
的
な
検
証
を
な
し
た
作
品
論
、
心

理
学
を
も
視
野
に
入
れ
た
神
学
の
立
場
か
ら
論
じ
、
新
た
な
視
点

や
解
釈
を
提
示
す
る
刺
激
的
な
発
表
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
充
実

し
た
内
容
が
、
機
関
誌
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
研
究
発
表
に
先
立
つ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
未
発
表
戯

曲
「
善
人
た
ち
」
（「
新
潮
」
二
〇
二
二･

三
）
の
作
品
構
造
や
創

作
秘
話
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ン･

Ｃ･

ゲ
ッ
セ
ル
氏
、
加
藤
宗
哉
氏
、

山
根
道
公
氏
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
前
、
特
に
近
し
い

関
係
に
あ
っ
た
方
々
か
ら
、
作
品
の
通
奏
低
音
と
な
っ
て
い
る

「O
v
e
r T

h
e
 R

a
in

b
o
w

」
の
響
き
、
主
人
公
の
名
前
が
「
阿
曽
」

に
な
っ
た
経
緯
や
作
品
の
背
後
に
み
え
る
兄･

正
介
の
影
な
ど
に

つ
い
て
、
高
い
知
見
に
基
づ
き
な
が
ら
も
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
語
り

口
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
会
員
へ
向
け
て
、「「
善

人
た
ち
」
が
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
解
明
し
て
欲
し
い
」
と
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の
期
待
も
語
ら
れ
、
質
疑
応
答
で
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、
次
年
度
に
は
遠
藤
周
作
生
誕
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

る
大
会
の
冒
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
実
り
あ
る
も
の
で
し
た
。 

▼
機
関
誌
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
六
号
の
投
稿
論
文
を
募
集
し

ま
す
。
投
稿
申
し
込
み
は
、
十
二
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
機
関
誌
の
最
後
に
あ
る
投
稿
規
定
を
ご
覧
の
う
え
、

会
員
の
方
々
の
意
欲
的
な
投
稿
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
『
遠
藤
周
作
研
究
』
第
十
六
号
、
三
月
開
催
予
定
の
国
際
学
術

交
流
会
の
生
誕
一
〇
〇
周
年
企
画
に
つ
い
て
は
、
い
た
だ
い
た
企

画
案
を
役
員
会
に
て
検
討
し
、
詳
細
は
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。 

▼
次
回
の
研
究
発
表
の
申
込
み
は
来
年
五
月
末
日
締
切
り
で
す
。

三
月
に
改
め
て
募
集
の
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。 

▼
次
回
の
大
会
は
、
副
代
表
笛
木
美
佳
氏
が
所
属
さ
れ
る
東
京
都

の
昭
和
女
子
大
学
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
周
知
の
と
お
り
、
昭
和
女

子
大
学
の
あ
る
世
田
谷
は
、
評
論
家
と
し
て
世
に
出
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
「
神
々
と
神
と
」
（『
四
季
』
一
九
四
七･

十
二
）
な
ど

を
書
い
た
出
発
期
の
遠
藤
が
暮
ら
し
た
場
所
で
、
近
隣
の
世
田
谷

文
学
館
に
は
、
初
期
の
貴
重
な
資
料
も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
遠

藤
周
作
生
誕
一
〇
〇
周
年
と
な
る
来
年
度
は
開
催
校
で
あ
る
昭

和
女
子
大
学
に
多
く
の
学
会
員
が
集
い
、
充
実
し
た
研
究
発
表
が

な
さ
れ
、
盛
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

▼
最
後
に
学
会
員
の
方
々
に
ご
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
機

関
誌
の
「
遠
藤
周
作
参
考
文
献
目
録
及
び
研
究
展
望
」
は
、
引
き

続
き
増
田
斎
氏
が
担
当
さ
れ
ま
す
の
で
、
遠
藤
周
作
に
関
す
る
会

員
の
方
々
の
論
文
は
も
ち
ろ
ん
、
入
手
で
き
た
参
考
文
献
に
つ
い

て
の
情
報
を
、
増
田
氏
に
直
接
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（E

-m
a

il: 

itsu
k

i.m
a
su

d
a

1
1
1

7
@

g
m

a
il.co

m

）。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
参

考
文
献
目
録
に
つ
い
て
遺
漏
の
あ
る
場
合
も
、
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。 

（
文
責 

会
報
担
当 

池
田
静
香
） 

遠
藤
周
作
学
会 

事
務
局 

〒
８
０
７-

８
５
８
６ 

福
岡
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古
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